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遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
の
広
報
紙
で
、

毎
年
合
同
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
各
市
町
が
記
事
を
持
ち
寄

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま

ち
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

始
め
に
岡
垣
町
の
新
し
い
顔
と
も
い

え
る
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
。
そ
し
て

三
里
松
原
や
海
が
広
が
る
波
津
海
岸
周

辺
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
芦
屋
町

か
ら
芦
屋
釜
の
里
と
芦
屋
歴
史
の
里
。

水
巻
町
か
ら
多
賀
た

が

山や
ま

・
明
神
ヶ
辻

み
ょ
う
じ
ん
が
つ
じ

山
自

然
公
園
。
遠
賀
町
か
ら
島
津
・
丸
山
歴

史
自
然
公
園
と
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
。

中
間
市
か
ら
垣
生
は

ぶ

公
園
と
屋
根
の
な
い

博
物
館
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
ま
す
。

遠
賀
郡
と
中
間
市
は
、
海
・
山
・

川
・
平
野
と
多
く
の
自
然
が
あ
り
、
ま

た
古
い
時
代
か
ら
歴
史
を
共
有
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、

意
外
と
知
ら
な
い
隣
町
の
歴
史
や
風
景
。

行
っ
て
み
る
と
、
お
気
に
入
り
の
ス
ポ

ッ
ト
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

遠
賀
郡
・
中
間
市
合
同
企
画

中間市 

水巻町 
遠賀町 

芦屋町 

岡垣町 

岡垣町 

世帯：10,886 
人口：31,332 
面積：48.51k㎡ 

遠賀町 

世帯：6,724 
人口：19,279 
面積：22.14k㎡ 

中間市 

世帯：17,880 
人口：46,560 
面積：15.98k㎡ 

水巻町 

世帯：11,677 
人口：30,679 
面積：11.03k㎡ 

芦屋町 

世帯：5,947 
人口：16,247 
面積：11.42k㎡ 

芦屋釜の里 

芦屋歴史の里 

島津・丸山自然公園 

多賀山・明神ヶ辻山自然公園 

屋根のない博物館 

垣生公園 

遠賀町ふれあいの里 

情報プラザ人の駅 

波津海岸エリア 

水巻駅舎 

※世帯・人口は平成17年国勢調査結果
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情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
人
に
優
し

い
情
報
化
の
町
を
目
指
し
、
平
成
16
年

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
交
流
・

ふ
れ
あ
い
・
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
、

温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
憩
い

の
場
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
だ
れ
も
が
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、

集
え
る
空
間
で
す
。

館
内
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ

ソ
コ
ン
学
習
が
無
料
で
で
き
る
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
体
験

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
国
際
交
流
や
商
工

観
光
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
会
議
室
・
研

修
室
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
情
報

な
ど
の
映
像
収
録
と
編
集
が
で
き
る
ス

タ
ジ
オ
も
あ
り
、
町
内
外
に
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
役
立
つ
各
種
パ
ソ
コ
ン
講

座
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
な
ど
が
作
れ
る「
創
作
工
房
人
の

駅
」な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
拠
点
施
設
で

も
あ
る
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
は
、
夏

に
岡
垣
町
商
工
会
と
共
同
で
開
催
さ
れ

る「
え
び
つ
か
ぐ
や
灯
篭
ま
つ
り
」が
町

の
新
し
い
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
Ｊ
Ｒ
海
老
津

駅
の
目
の
前
。
楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い

で
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

岡
垣
町
は
、
海
あ
り
山
あ
り
、
自
然

に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
そ
の
自
然
豊
か

な
海
岸
線
周
辺
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
白
砂
青
松
の
三
里
松
原
。
玄

海
国
定
公
園
内
に
あ
る
約
12
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
雄
大
な
松
原
で
、
響
灘
に
沿
っ

て
弧
を
描
く
姿
は
成
田
山
境
内
地
か
ら

一
望
で
き
、
絶
景
で
す
。

そ
の
浜
辺
に
は
、
夏
に
な
る
と
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
訪
れ
ま
す
。
昨
年

は
こ
の
浜
辺
か
ら
91
匹
の
子
亀
が
大
海

原
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
波
津
海
水
浴
場
。
こ
こ
は
、

環
境
省
の
全
国
の
快か
い

水
浴
場
百
選
に
選

ば
れ
る
ほ
ど
美
し
い
浜
辺
で
、
毎
年
６

月
の
ラ
ブ
ア
ー
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運

動
な
ど
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
７
月
下
旬
に
は
波
津
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
タ
が
開
か
れ
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
周

辺
に
は
イ
カ
な
ど
の
響
灘
の
海
の
幸
が

味
わ
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
町
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
海
水

浴
場
の
西
側
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ

カ
と
し
て
若
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。海

水
浴
場
か
ら
西
に
進
み
、
波
津
漁

港
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
オ
ー
シ
ャ

ン
ビ
ュ
ー
が
広
が
る
ド
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
季
節
に
よ
り
色
合
い

が
変
わ
る
波
の
美
し
さ
と
、
輝
く
朝
日
、

ま
ぶ
し
い
夕
日
を

望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、

夜
空
に
は
多
く
の

星
が
瞬
い
て
い
ま

す
。海

が
好
き
な
あ

な
た
に
も
っ
て
こ

い
の
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。

遠賀郡・中間市合同企画

岡
垣
町

海
が
め
も
か
え
る
町

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

波
津
海
岸
エ
リ
ア

情報情報プラザ人の駅プラザ人の駅 

えびつかぐや灯篭まつり 

波津ビーチフェスタ 

遠賀・宗像自転車道 

生まれたばかりのアカウミガメ 

情報プラザ人の駅 

情報プラザ人の駅 

えびつかつかぐや灯篭や灯篭まつり 

波津ビーチフェスタ 

遠賀・宗像自転車道 

生まれたばかりのアカウミガメ 

えびつかぐや灯篭まつり 

情報プラザ人の駅 

えびつかぐや灯篭まつり 

波津ビーチフェスタ 

遠賀・宗像自転車道 

生まれたばかれたばかりのアカウミガメ 生まれたばかりのアカウミガメ 

情報プラザ人の駅 

えびつかぐや灯篭まつり 

波津波津ビーチーチフェスタ 

遠賀・宗像自転車道 

生まれたばかりのアカウミガメ 

波津ビーチフェスタ 

情報プラザ人の駅 

えびつかぐや灯篭まつり 

波津ビーチフェスタ 

遠賀遠賀・宗像自転車道宗像自転車道 

生まれたばかりのアカウミガメ 

遠賀・宗像自転車道 
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芦
屋
町

歴
史
を
守
り
　
海
と
緑
を

活
か
し
　
ひ
と
が
育
つ
ま
ち

遠
賀
町

の
〜
ん
び
り
遠
賀

〜
豊
か
な
故
郷
を
め
ざ
し
て
〜

水
巻
町

花
が
咲
く
、
笑
顔
が
咲
く
、

文
化
が
咲
く
、
町
が
咲
く

B
lo
sso
m
!

み
ず
ま
き

鎌
倉
時
代
末
に
生
ま
れ
、
室
町
時
代

に
茶
の
湯
釜
の
名
器
と
し
て
一
世
を
風

靡び

し
た
芦
屋
釜
。
そ
の
歴
史
は
江
戸
時

代
初
期
に
終
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
芸
術
性
、
技
術
力
の
評
価
は
高

く
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
茶
の
湯
釜
９
個
の
う
ち
８
個
を
芦

屋
釜
が
占
め
て
い
ま
す
。

芦
屋
釜
の
里
に
は
美
し
い
日
本
庭
園

が
広
が
り
、
茶
室
や
、
芦
屋
釜
の
復
興

を
図
る
工
房
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

５
月
３
日
か
ら
５
日
に
は
茶
会
が
催
さ

れ
、
一
般
客
も
気
軽
に
お
茶
会
を
楽
し

め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

芦
屋
釜

の
里
1
２
２
３
‐
５
８

８
１
へ

こ
の
公
園
に
は
４
〜
５
世
紀
に
造
ら

れ
た
古
墳
群
が
あ
り
、
前
方
後
円
墳
の

丸
山
古
墳
は
、
全
長
が
57
メ
ー
ト
ル
に

も
お
よ
び
ま
す
。
ま
た
、
秋
の
七
草
や

ア
ヤ
メ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
な
ど
四
季
折
々

の
植
物
や
、
数
種
の
野
鳥
や
蝶
が
、
利

用
者
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

秋
に
は
、
演
奏
会「
観
月
コ
ン
サ
ー

ト『
雅
』」が
、
松
明

た
い
ま
つ

の
明
か
り
の
中
で

行
わ
れ
、
10
月
下
旬
の
園
遊
会
で
は
、

野の

点だ
て

と
古
代
食
体
験
が
で
き
、
自
然
と

一
体
に
な
る
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。

今
年
か
ら
は
、
春
に
も
園
遊
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
役
場
1
２
９

３
‐
１
２
３
４
へ

芦
屋
釜
の
里

水
巻
町
は
、
秋
に
は
河
川
敷
に
コ
ス

モ
ス
の
花
が
咲
き
誇
り
、
大
勢
の
人
た

ち
が
訪
れ
ま
す
。
町
の
中
央
に
あ
る

多
賀
山

た
が
や
ま

自
然
公
園
と
明
み
ょ
う

神
ヶ
辻

じ
ん
が
つ
じ

山
自
然

公
園
。
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
が
あ
る

多
賀
山
に
は
、
か
つ
て
炭
鉱
の
守
護
神

と
し
て
、
大
山
祇

お
お
や
ま
づ
み

神
社
が
あ
り
ま
し
た
。

今
で
も
基
礎
部
分
と
石
碑
が
残
さ
れ
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
支
え
栄
え

て
い
た
水
巻
の
歴
史
を
し
の
ば
せ
ま

す
。
公
園
に
あ
る
大
き
な
桜
の
木
は
、

春
に
は
満
開
に
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
人

た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
山
の
隣
に
は
明
神
ヶ
辻
山
が
あ

り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
中
に
対
空
高
射

島
津
・
丸
山
歴
史
自
然
公
園

中
間
市

元
気
な
風
が
ふ
く
ま
ち

な
か
ま

市
の
真
ん
中
を
遠
賀
川
が
流
れ
る
中

間
市
。
遠
賀
川
を
挟
ん
で
、
東
側
は
住

宅
地
と
市
街
地
で
形
成
さ
れ
、
西
側
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
地
帯
で
田
園
風

景
が
広
が
り
、
自
然
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

中
間
市
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、
な

ん
と
言
っ
て
も
垣
生
は

ぶ

公
園
。
市
内
で
最

も
大
き
な
公
園
で
、
桜
や
ツ
ツ
ジ
な
ど

四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
、
池
に
は
、

コ
イ
や
水
鳥
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
一
年
中
訪
れ
る

人
が
絶
え
ま
せ
ん
。
特
に
、
春
の
花
見

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
さ
く
ら
祭
り
や
夜

多
賀
山
・
明
神
ヶ
辻
山

自
然
公
園

垣
生
公
園

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子作成の様子  芦屋釜 作成の様子 高射砲砲台跡 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜芦屋釜 芦屋釜 高射砲砲台跡 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡高射砲砲台跡 高射砲砲台跡 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月観月コンサーサート『雅』『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡 

観月コンサート『雅』 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、桜の名所、垣生公園垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡 

桜の名所、垣生公園 
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遠賀郡・中間市合同企画

砲
陣
地
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
で
、
通

称
陣
地
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
頂
上

の
展
望
台
か
ら
は
、
遠
賀
平
野
や
響
灘

が
一
望
で
き
、
天
気
の
良
い
日
は
若
戸

大
橋
ま
で
見
え
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
自

然
公
園
は
、
だ
れ
も
が
身
近
に
自
然
を

満
喫
で
き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
巻
町
役
場
1
２
０

１
‐
４
３
２
１
へ

展
望
台
か
ら
視
点
を
下
に
向
け
る

と
、
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
に
止
ま
る
電
車
の
姿

が
見
え
ま
す
。
こ
の
水
巻
駅
は
、
昭
和

25
年
以
来
11
年
の
駅
設
置
運
動
を
経

て
、
願
い
か
な
っ
て
や
っ
と
誕
生
し
た

も
の
で
す
。
当
時
の
人
た
ち
の
見
え
な

い
思
い
や
願
い
が
こ
込
め
ら
れ
た
駅
舎

は
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
姿
を
今
に
留
め

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
巻
町
役
場
1
２
０

１
‐
４
３
２
１
へ

間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
の
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
公
園
内
に
あ
る
古
墳
時
代

の
横
穴
墓
群
遺
跡
「
垣
生
羅
漢
百
穴
」

は
、
福
岡
県
指
定
文
化
財
で
す
。

問
い
合
わ
せ

中
間
市
役
所
1
２
４

４
‐
１
１
１
１
へ

中
間
市
の
新
し
い
名
所
を
と
し
て
平

成
元
年
に
作
ら
れ
た
、「
屋
根
の
な
い

博
物
館
」。
旧
国
鉄
香
月
線
の
跡
地
を

利
用
し
て
作
ら
れ
た
緑
道
公
園
で
す
。

こ
の
博
物
館
に
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の

モ
ア
イ
像
や
エ
ジ
プ
ト
の
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
な
ど
、
世
界
中
の
有
名
な
石
像
の
レ

プ
リ
カ
が
30
体
余
り
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
緑
が
豊
か
な
空
間
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
世
界

旅
行
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
味
わ

え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
間
市
役
所
1
２
４

４
‐
１
１
１
１
へ

出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た

遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
は
、
だ
れ
も
が

気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

施
設
に
は
、
浴
場
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
が
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
で

き
る
部
屋
で
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
工
房
、
麺
工
房
、
陶
芸

室
で
は
、
毎
月
、
初
心
者
で
も
安
心
し

て
も
の
づ
く
り
を
体
験
で
き
る
教
室
も

あ
り
ま
す
。

屋
外
の
ふ
れ
あ
い
農
園
で
は
、
遠
賀

町
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か

で
手
作
り
野
菜
を
作
れ
ま
す
。
園
内
に

は
車
椅
子
で
も
利
用
で
き
る
棚
式
の
農

園
も
あ
り
ま
す
の
で
、
だ
れ
で
も
菜
園

作
り
を
楽
し
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ

ー
1
２
９
３
‐
２
０
３
０
へ

遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里

屋
根
の
な
い
博
物
館

Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
舎

太
古
か
ら
の
歴
史
を
秘
め
る
芦
屋

は
、
全
国
的
に
も
有
名
な
山
鹿
貝
塚
な

ど
の
遺
跡
が
数
多
く
あ
り
、
万
葉
集
や

日
本
書
記
で
も
語
ら
れ
、「
筑
前
国
の

岡
湊

お
か
の
み
な
と」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
世
に
は
時
衆

じ
し
ゅ
う

※
１
や
芦
屋
鋳
物
師

い

も

じ

※
２

が
活
躍
し
、
江
戸
時
代
に
は
福
岡
・
筑

豊
の
物
産
の
集
散
地
と
な
る
な
ど
、
港

町
に
は
問
屋
や
商
店
が
連
な
り
、「
芦
屋

千
軒
・
関
千
軒
」と
称
さ
れ
、
大
い
に

栄
え
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、
こ
う
い
っ

た
歴
史
が
展
示
さ
れ
、
年
間
４
回
、
特

別
企
画
展
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

芦
屋
歴
史
の
里
1
２
２

２
‐
２
５
５
５
へ

芦
屋
歴
史
の
里

（
芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館
）

山鹿貝塚の人骨山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡 

山鹿貝塚の人骨 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホー水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡 

JR水巻駅のホーム 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のない博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡 

パン工房 

山鹿貝塚の人骨 

JR水巻駅のホーム 

観月コンサート『雅』 

パン工房 

桜の名所、垣生公園 

屋根のな屋根のない博物館のモい博物館のモアイ像 

作成の様子 芦屋釜 高射砲砲台跡 

屋根のない博物館のモアイ像 

※
１
　
一
向
衆
の
僧
侶

※
２
　
金
属
を
溶
か
し
て
型
に
流
し
込
み
、
釜
な
ど

の
器
を
作
る
職
人
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一
票
で
　
あ
な
た
も
ひ
と
役
　
町
づ
く
り

一
票
で
　
あ
な
た
も
ひ
と
役
　
町
づ
く
り

4月８日は
福岡県知事選挙及び
福岡県議会議員一般選挙投票日

4月22日は
岡垣町議会議員
一般選挙投票日

投　票　時　間

午前7時～午後8時

岡
垣
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
標
語
に

３
８
０
点
が
寄
せ
ら
れ
、
岡
垣
町
選
挙

管
理
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、
次
の

作
品
に
決
ま
り
ま
し
た
。

田
代
　
緑
二
さ
ん
（
鍋
田
区
）

「
一
票
で
あ
な
た
も
ひ
と
役
町
づ
く
り
」

小
柳
　
美
奈
帆
さ
ん
（
公
園
通
り
中
区
）

「
大
切
で
す
あ
な
た
が
決
め
た
そ
の
一
票
」

古
野
　
希
和
さ
ん
（
新
海
老
津
区
）

「
そ
の
一
票
素
敵
な
未
来
を
開
く
カ
ギ
」

瀬
戸
　
信
二
郎
さ
ん
（
高
尾
区
）

「
託
し
ま
す
我
が
町
我
が
夢
我
が
一
票
」

馬
場
　
哲
哉
さ
ん
（
旭
西
区
）

「
一
票
が
町
の
住
み
良
さ
あ
と
を
押
す
」

と
　
き

３
月
28
日
(水)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
　

持
っ
て
く
る
も
の

出
席
者
の
印
か
ん

と
　
き

４
月
10
日
(火)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
　

と
　
き

４
月
17
日
(火)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
　
　

投
票
に
つ
い
て
は
３
月
10
日
号
・
25

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員

会
1
２
８
２
‐
１
２
１
１
へ

岡
垣
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
に
つ
い
て

い
っ
　
　
ぴ
ょ
う

や
　
く

ま
　
ち

標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査

立
候
補
受
付

優
秀
作
品

１
点

佳
作
作
品

４
点
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広
告
の
範
囲

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
広
告
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

◆
法
令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
、
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

◆
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
ま
た
は

そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

◆
政
治
性
の
あ
る
も
の

◆
宗
教
性
の
あ
る
も
の

◆
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
主
義
主
張

◆
個
人
の
名
刺
広
告

◆
美
観
風
致
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の

◆
公
衆
に
不
快
の
念
ま
た
は
危
害
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

◆
そ
の
ほ
か
、
広
告
媒
体
に
掲
載
す
る

広
告
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
と
町
長

が
認
め
た
も
の

注
意
事
項

◆
応
募
多
数
の
場
合
は
、
町
で
選
定
し

ま
す

◆
岡
垣
町
広
告
掲
載
要
綱
と
申
込
書

は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
20
日

(火)
ま
で
に
担
当
へ

岡
垣
町
で
は
、
岡
垣
町
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

事
務
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
岡

垣
町
広
告
掲
載
要
綱
を
定
め
、
広
報
お
か
が
き
な
ど
へ
の
有
料
広
告
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宣
伝
効
果
抜
群
の
ま
ち
の
広
告
塔
を
利
用
し
て
、
あ
な
た
の
会
社
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

広告を掲載できるもの、位置や規格、料金など 
広告を 

掲載できるもの 

広報おかがき 

お知らせページの最下段 
半段　53.25×86mm 
１段　53.25×174mm 
2色刷り 

月２回発行 
12,600部印刷 
各家庭に配布 

町内外への郵送用に使用 
20,000枚作成し、1～２年で 
使用見込み 

町内外への郵送用に使用 
20,000枚作成し、1～２年で 
使用見込み 

運行２台 
２台に同じ広告を掲載 
1日約12時間運行 

運行２台、待機１台 
３台に同じ広告を掲載 
1日約12時間運行 

町内水道使用世帯約11,000 
世帯に毎月配布 

半段：月10,000円 
１段：月15,000円 

半年：30,000円 
１年：50,000円 

半年：12,000円 
１年：20,000円 

月：5,000円 
１年：50,000円 

35,000円 

35,000円 

300,000円 

トップページ 
60×150ピクセル 
カラー 

裏面　75×90mm 
モノクロ 

裏面　60×80mm 
モノクロ 

裏面　70×80mm 
２色刷可 

車外側面後部 
600×1200mｍ 
カラー 

車内側面窓上部 
257×364ｍｍ（B４判） 
カラー 

町公式 
ホームページ 

封筒 
(クラフト:茶封筒) 
120mm×235mm

封筒 
(クラフト:茶封筒) 
90mm×225mm

使用水量などの 
お知らせ 

コミュニティバス 
〈マイクロバス〉 

コミュニティバス 
〈ジャンボタクシー〉 

広告の 
位置と規格 

募集 
枠数 広告料 備　考 担　当 

４～８ 地域づくり課 

地域づくり課 

地域づくり課 

情報プラザ人の駅 

管財課 

管財課 

上下水道課 

8

2

2

2

4

1

広報おかがき
町公式ホームページ
などで、あなたの会社を

PPPPRRRR してみませんか



環境保全の第一歩
ごみ減量は
環境保全の第一歩
ごみ減量は
環境保全の第一歩
ごみ減量は

8

平成19年４月１日から
プラスチック製容器包装の分別収集が始まります

ごみの減量化とリサイクルの推進のため、プラスチック製容器包装の分別収集が始まります。

今までは、プラスチック製容器包装は、燃えるごみとして焼却処理をしていました。しかし、４月からの分別

収集により、リサイクル施設で資源化され、新たな資源に生まれ変わります。ごみを減らし、限りある資源を有

効利用することが、自然環境の保全の第一歩です。

○プラスチック製容器包装とは
中身を使用して不要になったプラスチック製の入れもの(容器）、包んでいたものです。

○袋の料金は
プラスチック製容器包装（大）10枚１組　　　306円

プラスチック製容器包装（小）10枚１組　　　204円

○粗大ごみの申し込み
４月２日(月)から、申し込み先が、環境共生課から粗大ゴミ

受付センター1281‐5380に変わります（３月30日(金)まで

は環境共生課へ）。収集日の２営業日前までに申し込んでくだ

さい。

受付時間 平日午前８時30分～午後５時

問い合わせ 環境共生課へ
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平成19年4月1日から、老人憩の家ことぶき荘（百合ヶ丘区)、乳垂荘(野間二区)と、ふれ

あい宿泊施設若潮荘（原区）のお風呂の利用が有料（100円）になります。

これらの施設を維持するためには、多くの経費がかかり、年々増加傾向にあります。特

にお風呂を維持するための経費は、その約４割を占めています。

町は今、岡垣町行財政構造改革プログラムに基づき、事務や事業の見直しを行っていま

すが、これらの施設も運営を継続するため、利用者のみなさんに経費の一部負担をお願い

し、利用料の設定・改定を行うことになりました。

なお、このことは、平成18年第４回岡垣町議会定例会で慎重に審議され可決されました。

今後とも老人憩の家とふれあい宿泊施設の充実した運営に向けて、さらなる経費の削減

と事務の効率化などに努めますので、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

設定・改定された内容は次の通りです。

こ
と
ぶ
き
荘
・
乳
垂
荘
・
若
潮
荘
の
利
用
料
が
変
わ
り
ま
す

利用料の設定

利用料の改定

ことぶき荘・乳垂荘・若潮荘(宿泊分以外)の入浴料が、

１人100円になります。
※そのほかの利用は、今まで通り無料です

若潮荘（宿泊分）の利用料が変わります。 

※そのほかの利用は、変更ありません 

変更前 
区分 

一般 

高校生 
（その引率者） 

中学生以下 
（その引率者） 

１泊１人 
300円 
１泊１人 
200円 

１泊１人 
100円 

利用料 
変更後 

区分 

一般 

高校生 
（その引率者） 

中学生以下 
（その引率者） 

１泊１人 
400円 
１泊１人 
300円 

１泊１人 
150円 

利用料 

問い合わせ 健康福祉課へ
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高齢者の生きがいづくりとして、70歳以上対象のさ
げもん(ひな飾り)教室をはじめ、１年をかけて少しず
つ作りました。
副代表の三好冨美子さんは、「70歳から84歳までの

高齢者が、病気や困難を抱えながら一生懸命作りまし
た。すばらしい作品がたくさんできました」とうれしそ
うに話しました。

１/28 いちご畑の大音楽会（岡垣サンリーアイ）

町内のクラブで日々練習に励んでいる５人が、素晴
らしい成績を修めました。
○都道府県対抗団体戦女子の部３位＝入江志歩さん(満石ジュニ
ア)・中村麻裕さん(岡垣ジュニア)

○個人戦５年女子ダブルス３位＝西坂はるなさん・大野瞳さん
(満石ジュニア)

○個人戦５年男子ダブルス３位＝田中佑弥くん(岡垣ジュニア)

１/4～8 第15回全国小学生バドミントン選手権大会(大分県別府市)

出演者や実行委員の手作りで開催されるこの音楽会は、今年で14回目に
なります。
合同演奏では、「日本の唄めぐり」と題して、北海道の「そーらん節」から
沖縄の「てぃんさぐぬ花」まで、歌と演奏で日本を一周しました。
約600人の観客と舞台が一緒になって歌い、楽しい音楽会になりました。

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊 

音楽のあるまちを目指して 

とことこクラブは、アトピーやアレルギーの子を持
つ親同士が楽しく情報交換をする場です。この日は、
興
おき

幸子さんが、体に安心な天然素材だけを使った家事
の仕方を、実演を交えて講演し、重曹や酢など、身近
にあるものがいろいろ用途で使えることを話しました。

１/10 とことこクラブ（こども未来館)

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊 

ナチュラル家事で快適生活 

２/９～12 NPOおかがき「ひなたぼっこ」さげもん展(岡垣サンリーアイ)

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊 

さげもん作りで生きがいづくり 

大野瞳
さん

西坂はるな
さん

中村麻裕
さん

入江志歩
さん

田中佑弥
くん

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊 

岡垣町のジュニアが大活躍 
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遠賀ライオンズクラブから、「こ
ども110番のいえ」の表示板500枚
が寄贈されました。こども110番
のいえは、子どもの緊急時の避難
場所を作り安全を確保することや、
地域ぐるみで取り組んでいること
を示し、犯罪を未然に防ぐことを
目的に設置されています。

今年度は10人のモニターが「賑わいのある商店街づ
くり」と「安全でおいしい水の供給」のテーマに取り組
みました。座長の小野正
幸さん(公園通り西)と田
原耕作さん(南高陽)から
「今後も岡垣町の発展を
見守り続けたい」という
言葉とともに、町長に報
告書が提出されました。

愛する岡垣町をより良い町に
１/23 平成18年度町政モニター報告会

看護・介護コンサルタントの
ホルム麻

お

植
え

佳子さんが「共に生き
る社会をめざして～男も女も共
に介護を～」をテーマに講演し、
トレ・ドルチェのミニコンサー
トも行われました。参加者から
は、「具体的な話で、身に迫る思い
でした。わかりやすく楽しかっ
たです」という声が聞かれました。

２/３ 男女共同参画講演会(岡垣サンリーアイ)

岡垣町文化協会が、定期発表会でのチャリティーシ
ョーで集まった義援金を、岡垣町身体障害者福祉協会
に寄付しました。安部会長は｢文化協会の方の善意を福
祉協会の活動に役立たせたい｣と話しました。

吉木小学校では、子ども見守り隊を結成し、PTA・
学校・地域が一体となって、子どもの安全に取り組ん
でいます。身近でできることから防犯に取り組みまし
ょうとの呼び掛けに、PTA320世帯、地域住民513世
帯が参加しています。防犯セミナーでは、折尾警察署
の警察官から、事例をもとに対応の仕方などを学びま
した。 【吉木小学校PTA役員の成清さんの投稿】

男女がともに支えあい、ともに輝くまちへ

記念すべき300万人目
は、図書館を利用しに訪れ
た富村由里子さん(緑ヶ丘
区)。「とても驚きました。
いつも子どもと一緒に利用
しています。これからも子
どもと気軽に足を運べるよ
うな場所であって欲しいで
す」と話しました。

１/25 岡垣サンリーアイ利用者300万人突破

こども110番のいえ表示板寄贈

みなさんに愛されて

安全で安心な地域づくりのために

今年一年の災害防
止活動への誓いを新
たにしました。
表彰式では、消防
活動に貢献した分団
や団員が表彰されま
した。
町内の受賞者（敬称略）
○消防庁長官表彰｢永年勤続功労章｣松本哲夫○日本消防協会表
彰｢勤続章｣松本哲夫・安部信義・木原太美男○福岡県知事感謝
状　川原政人○福岡県消防協会表彰｢永年勤続｣(30年)松本勝
(20年)川原政人(15年)中山朝雄・橋田敏明・西英治(10年)二宮
大・松山佳宣・吉田茂｢優良団員｣山形英之・福満博・川原拓・
魚澄裕二・太田信博・小早川輝成○福岡県民火災共済表彰｢分団
表彰｣第４分団｢個人表彰｣安高祐治○消防協会遠賀支部長表彰
安部信義・三浦進○消防団長表彰　田代太一郎・山田貴志

▲写真右から　岡垣町文化協会梶原会長、岡垣町身体障害者福祉協
会安部会長

１/25 防犯セミナー（中央公民館）

１/14 遠賀郡消防合同出初式(芦屋町総合運動公園グラウンド)

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊 

災害のない１年を願って 

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊 

善意の贈りもの 

さげもん作りで生きがいづくり 

音楽のあるまちを目指して 

災害のない１年を願って 

ナチュラル家事で快適生活 

岡垣町のジュニアが大活躍 

善意の贈りもの 

吉木小の子ども見守り隊吉木小の子ども見守り隊 吉木小の子ども見守り隊 
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一
般
の
投
稿

ド
ン
ド
焼
き
幼
子
ヨ
チ
ヨ
チ
寄
り
て
来
て

お
め
で
と
う
と
挨
拶
を
す
る

中
原
　
政
平

寒
中
の
矢
矧
の
水
の
海
に
入
り

ど
の
木
に
も
雪
は
降
る
降
る

隔
て
な
く
瓦
斯
青
し
巣
箱
の
屋
根
に
雪
積
る

坂
本
美
代
子

青
葉
短
歌
会

賀
状
に
て
弘
前
の
友
三
月
に

会
い
た
い
と
言
う
嬉
し
き
知
ら
せ

阿
部
マ
サ
子

捨
て
ら
れ
て
溝
に
落
ち
い
し
猫
の
子
が

ミ
ャ
ー
と
鳴
き
つ
つ
身
を
寄
せ
て
来
る

石
松
　
文
子

自
分
史
の
一
こ
ま
垣
間
見
え
て
く
る

古
き
友
の
名
賀
状
に
あ
り
て

橋
本
　
和
子

二
人
揃
ひ
て
健
や
か
な
日
々
そ
れ
だ
け
で

足
ら
ふ
思
ひ
と
夫
の
言
ひ
け
る

岩
崎
　
京
子

岡
垣
乳
垂
会

新
年
を
幾
百
迎
ふ
楠
大
樹

長
畑
田
鶴
子

水
門
の
朽
ち
て
枯
野
を
風
渡
る

児
島
　
清
子

賀
状
見
て
ふ
る
里
の
海
し
の
び
け
り

小
西
き
く
え

読
者
の
私
書
箱
は
、「
参
加
す
る
人
も
読
む
人
も
み
ん

な
友
達
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ひ
と
つ
に
な
っ
て
楽
し
も

う
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
読
者
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

地
域
の
活
動
や
話
題
、
お
知
ら
せ
、
イ
ラ
ス
ト
、
俳
句

な
ど
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
今
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

読
者
の
み
な
さ
ん
が
興
味
を
持
ち
、
気
軽
に
投
稿
で
き

る
よ
う
に
、
読
者
参
加
型
の
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
と
、

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
の
写
真
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

用
意
し
ま
し
た
。
左
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
の
話
題
な
ど

の
投
稿
は
、
ま
ち
か
ど
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
に
掲
載
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
後
も
み
な
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
、
読
者
の
私
書

箱
を
広
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
投
稿
・
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
へ

こ
ん
な
投
稿
ま
っ
て
ま
す

○
読
者
へ
の
お
知
ら
せ

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど
が
で
き
ま
す
。

○
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介
や
会
員
の
募
集
な
ど
が
で
き
ま
す
。

○
イ
ラ
ス
ト
・
写
真

楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
俳
句
・
短
歌
・
川
柳

団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
人
も
投
稿
で
き
ま
す
。

○
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
の
ア
イ
デ
ア

広
報
お
か
が
き
に
あ
っ
た
ら
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

※
営
利
・
政
治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
掲
載
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す

投
稿
の
締
切
日

毎
月
１
日(

例：

３
月
25
日
号
は
３
月
１
日)

投
稿
は
こ
ち
ら
へ

〒
８
１
１
‐
４
２
３
３

岡
垣
町
野
間
１
丁
目
１
番
１
号
岡
垣
町
役
場
地
域
づ
く
り
課

c
h
iiki@

to
w
n
.o
ka
g
a
ki.fu

ku
o
ka
.jp

岡垣町商工会海老津支部と花咲商店街組合

(矢矧川を清流に戻す会)では、矢矧川の清掃

を行います。５年目となる今年も、清掃後に

鮭の稚魚を放流します。

と　　き ３月18日(日)午前９時～10時30分

集合場所 ホームセンターカジワラ駐車場

持ってくるもの 長靴

問い合わせ

花咲商店街組合

(松本)1282－3042へ

矢矧川をきれいにしよう

電
　
照
　
苺

川
原
　
方
人

川
下
は
一
際
霧
の
深
く
し
て
間
遠
に
鳴
け
る
な
ん
の
鳥
か
は

凍
て
雲
の
隙
間
を
洩
れ
る
日
矢
受
け
て
沖
航
く
船
の
白
く
耀
ふ

恋
鴉
闘
ふ
が
と
く
舞
ひ
狂
ふ
枯
れ
野
の
空
に
海
鳴
り
さ
ぶ
し

偽
す
こ
と
の
あ
る
ご
と
く
ま
た
無
き
ご
と
く
氷
雨
の
ひ
と
日
書
を
読
み
て
暮
る

朝
戸
出
の
足
跡
消
し
て
降
り
積
め
る
雪
の
舗
道
を
を
し
づ
か
に
帰
る

薄
氷
張
る
あ
か
と
き
の
瀬
に
凍
み
立
ち
て
鷺
の
き
び
し
き
今
日
が
は
じ
ま
る

電
照
苺
ハ
ウ
ス
の
灯
り
春
め
き
て
ウ
ォ
ー
カ
ー
二
人
聲
高
に
過
ぐ

片
足
を
引
き
ず
る
老
の
影
細
く
春
風
さ
む
き
川
上
堤
下
る
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吹
く
あ
ぐ
る
吊
橋
の
ゆ
ル
枯
山
河山

中
き
よ
み

木
綿
間
俳
句
会

寒
き
日
の
ギ
ブ
ス
の
腕
の
重
か
り
し

神
谷
　
香
代

燦
燦
と
初
日
を
浴
び
て
詣
で
け
り中

村
　
鶴
子

母
の
香
の
残
る
紬
に
着
ぶ
く
れ
て竹

ノ
下
静
子

松
竹
梅
手
向
け
て
あ
り
し
鶴
の
墓久

留
美
智
子

青
嶺
岡
垣
句
会

経
本
の
肩
へ
の
一
打
寒
土
用

舩
津
丸
て
る
代

初
観
音
湧
く
水
も
火
も
に
ほ
ひ
立
つ

十
時
千
恵
子

寒
靄
や
観
音
寺
の
鐘
わ
た
る

川
里
　
正
子

寒
凪
や
壱
岐
を
は
る
か
に
塩
を
煮
る

廣
橋
い
た
る

岡
垣
川
柳
会

怖
い
の
は
人
間
で
す
と
鬼
が
言
い宇

都
宮
福
夫

人
間
の
強
さ
独
り
の
方
が
よ
い

山
本
　
雪
外

生
ま
じ
め
な
人
間
通
す
古
希
の
友野

中
よ
う
子

ほ
ど
ほ
ど
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
道

末
松
　
　
碧

子どもの写真を募集します。誕生月に、
写真とコメントを載せてみませんか。
対　象
町内在住で、掲載する月が誕生月の１
～３歳の子ども(例：３月１日生まれ
は、３月25日号)
応募方法
①投稿する写真②住所③親子の氏名(ふ
りがな)④子の生年月日⑤電話番号⑥子
どもへのコメント(20文字程度)⑦広報
おかがきへの意見を、地域づくり課(窓
口・郵送・Eメール可)へ※紙面に限り
があるため、応募者多数の場合は抽選
となります
締切日
○３月生まれは、３月25日号に掲載す
るため３月７日(水)
○４月生まれは、４月25日号に掲載す
るため４月２日(月)
※通常は、掲載月の１日とします。

（掲載例）

今回から始まったクイズです。
広報おかがきに関係する次の問題に答えて、はがきで応募し

てください。正解者の中から抽選で５人に、「びわの葉湯」が当た
ります。

問題１
岡垣町情報プラザは何の駅？
（ヒント：３ページ）
答　え
A 人の駅　B 道の駅　C JRの駅

問題２
岡垣サンリーアイの利用者は２月で何万人になった？
（ヒント：11ページ）
答　え
A 100万人　B 300万人　C 1000万人

問題３
あらたに分別収集が始まるゴミは何製のもの？
（ヒント：８ページ）
答え
A 木製　B アルミ製　C プラスチック製

応募方法
はがきに、①答え(例：１－A)②住所③氏名(誌上匿名可)④電
話番号⑤広報おかがきへの意見を記入し、３月７日(水)まで
に地域づくり課へ

当選発表
抽選の結果は、来月25日号で行います。氏名(誌上匿名可)と
行政区を掲載します。

岡
垣
太
郎

た
ろ
う

ち
ゃ
ん(

野
間
四
区)

平
成
18
年
２
月
１
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
の
太
郎
く
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ね
」

びわの葉湯
岡垣町の特産品

「ビワ」のイメージ商品

※写真はイメージです



役場・教育委員会

1282―1211

情報プラザ人の駅

1281―2005

こども未来館

1281―5501

東部公民館

1282―0035

中央公民館

1282―0162

西部公民館

1281―5006

町民武道館

1282―6111

岡垣サンリーアイ

1282―1515

社会福祉協議会

1283―2940

シルバー人材センター

1282―4688

いこいの里高齢者等
相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp/plaza/
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岡
垣
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
一
般

競
争
入
札
や
指
名
競
争
入
札
参
加
希
望
者

は
、
町
指
定
の
様
式
を
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
指
定
期
間

内
に
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き

会
社
名
で
五
十
音
順
に
受
付

○
ア
・
カ
行
＝
４
日
(水)
〜
11
日
(水)

○
サ
・
タ
行
＝
12
日
(木)
〜
19
日
(木)

○
ナ
行
以
下
＝
20
日
(金)
〜
27
日
(金)

※
時
間
は
午
前
９
時
〜
11
時
半
、
午
後

１
時
半
〜
５
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場

問
い
合
わ
せ

管
財
課
へ

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
で
は
、
平
成
19
・
20
年
度
分
の
指
名

願
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
　
き

４
月
２
日
(月)
〜
27
日
(金)
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分(

土
日
を

除
く)

と
こ
ろ

遠
賀
・
中
間
広
域
行
政
事
務

組
合(

遠
賀
町)

※
要
領
と
様
式
は
３
月
１
日
(火)
か
ら
同

組
合
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

遠
賀
・
中
間
広
域
行
政

事
務
組
合
1
２
９
３
‐
３
５
８
１
へ

岡
垣
町
で
は
、
経
済
的
理
由
で
小
・

中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
世
帯(

生
活

保
護
世
帯
を
除
く)

に
、
学
用
品
や
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
世
帯
全
員
の
収
入
が

一
定
基
準
を
下
回
る
と
き
、
学
期
ご
と

に
就
学
費
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
３
月
16
日
(金)
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ

お
知
ら
せ

平
成
19
・
20
年
度
建
設
工
事

入
札
参
加
資
格
の
審
査
受
付

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

就
学
費
を
援
助
し
ま
す

19年度　環境モニター募集

町内の環境(生物・水・大気・ゴミ減量化など)について地域を巡回しながら

状況を把握し、良好な環境を保つための行動と提言などを行う環境モニター

を募集します。

募集人数 10人

応募資格　○町内に住所を有する20歳以上の人(おおむね70歳以下)

○モニター会議に出席可能な人(会議は2か月に約1回で2時間程度)

○環境問題に関心、意欲のある人

※国・地方公務員、議員は除く

任　　期 ４月１日～平成20年３月31日

応募方法 住所、氏名、生年月日、電話番号、環境問題に関する考え・思い・

意見を400字程度でレポートにしたものを提出(様式は問いません)

申し込み・問い合わせ ３月23日(金)までに環境共生課へ
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下
水
道
指
定
工
事
店
の
新
規
登
録
お

よ
び
現
在
登
録
し
有
効
期
間
が
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で
の
工
事
店
を
対
象

に
、
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日
(木)
〜
９
日
(金)

※
申
請
書
類
な
ど
は
上
下
水
道
課
で
配

布
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
へ

３
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
こ
の
運
動

は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

岡
垣
町
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
、
午

前
７
時
と
午
後
７
時
に
中
央
・
東
部
・
西

部
・
糠
塚
公
民
館
か
ら
、
約
30
秒
間
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

お
絵
か
き
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
自
分

だ
け
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
で
も
簡
単
に
作
れ

る
名
刺
も
作
り
ま
す
。
岡
垣
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
作
る
の
で
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
で
も
、
楽
し
く
簡
単
に
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き

３
月
10
日
(土)
午
前
11
時
〜
午

後
４
時

参
加
料

無
料

申
し
込
み

当
日

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

寝
具
を
回
収
し
、
約
１
週
間
で
水
洗

い
・
乾
燥
・
消
毒
し
て
配
達
し
ま
す
。

と
　
き

３
月
下
旬(

利
用
者
決
定
後
に

連
絡)

対
象
者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人

暮
ら
し
の
人
、
高
齢
者
世
帯
、
高
齢

者
・
身
体
障
害
者
世
帯
な
ど
で
、
在
宅

で
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人(

布
団

を
干
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど)

利
用
料
　

○
３
点
一
式
＝
五
百
円(
掛
布
団
、
毛
布
、

敷
布
団)

○
４
点
一
式
Ａ
＝
七
百
円(

掛
布
団
、
毛

布
、
ベ
ッ
ド
パ
ッ
ド
、
介
護
ベ
ッ
ド

用
マ
ッ
ト
レ
ス)

○
４
点
一
式
Ｂ
＝
九
百
円(

掛
布
団
、
毛

布
、
ベ
ッ
ド
パ
ッ
ド
、
ス
プ
リ
ン
グ

マ
ッ
ト
レ
ス)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
15
日

(木)
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付

火
災
か
ら
尊
い
命
と
財
産
を
守
ろ
う

創
作
工
房
人
の
駅

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
＆
名
刺
作
成

清
潔
な
布
団
で
休
み
ま
し
ょ
う

自然とのふれあいや生産農家と有意義な交流を楽
しみながら、イチゴの育成、収穫を体験する、イチ
ゴオーナー制度を始めます。収穫したイチゴは全て
オーナーのものになります。
対　象 契約期間中にいちごの育成、収穫にかかる

作業に参加できる人
※契約時のネームプレート取り付け、収穫、そのほ
か収穫に必要な作業を行ってもらいます。そのほか
の作業、管理は、基本的に生産農家で行います
ところ 吉田苺園(吉木区)
契約期間 ４月１日(日)～30日(月)
※オーナーが希望するときは、契約期間を延長する
ことができます(別途契約料が必要)
募集数 10区画(応募者多数のときは抽選)
契約料 １区画　20,000円(１区画20m弱、約160
株)
※契約者の都合で途中解約を行うときは、契約料は
返還できません

応募方法
住所、氏名、年齢、電話番号、応募動機を明記して、
はがき(〒811－4233 岡垣町野間1－1－1岡垣町
役場地域づくり課「いちごオーナー募集」係)かＥメー
ル(chiiki@town.okagaki.fukuoka.jp)で申し込ん
でください。
※応募は１通につき１組とします。また、１区画を
複数人で申し込む人は、代表者の名前で応募してく
ださい
申し込み・問い合わせ
３月９日(金)までに地域づくり課へ

甘くておいしいイチゴが

１か月間取り放題
イチゴオーナー募集
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福
岡
県
で
は
、
旧
軍
人
・
軍
属
で
あ

っ
た
遺
族
な
ど
を
対
象
に
、
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

〇
３
月
22
日
(木)
福
岡
県
小
倉
総
合
庁
舎

○
３
月
23
日
(金)
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎

○
３
月
26
日
(月)
福
岡
県
庁

○
３
月
27
日
(火)
福
岡
県
久
留
米
総
合
庁

受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

受
付
内
容

旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
、
戦

傷
病
者
に
対
す
る
援
護
、
戦
没
者
な
ど

の
遺
族
に
対
す
る
援
護
、
そ
の
ほ
か
援

護
業
務
全
般(

補
装
具
は
除
く)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
国
保
・
援
護
課

1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
３
０
２
へ

い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
、
家
庭
内

や
近
隣
関
係
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
登

記
な
ど
の
相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

と
　
き

３
月
14
日
(水)
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

東
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら
は
、
４
月
か
ら
生
活
介
護
事

業
と
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
変
わ

り
ま
す
。
今
回
は
、
４
月
か
ら
始
ま
る

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

と
こ
ろ

遠
賀
町

対
　
象

遠
賀
郡
内
在
住
の
義
務
教
育

終
了
後
の
障
害
児
・
者

内
　
容

創
作
活
動
や
生
産
活
動
の
機

会
の
提
供
、
社
会
と
の
交
流
促
進
な
ど

の
活
動
支
援

定
　
員

１
日
10
人

利
用
料

１
日
六
百
十
七
円(

希
望
者
は

別
途
食
事
代)

※
事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
13
日

(火)
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ

募
集
期
間

３
月
１
日
(木)
〜
９
日
(金)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
、

役
場
総
合
案
内
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

に
あ
る
入
居
申
込
書
を
募
集
期
間
内
に

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
1
０
９
２
‐
７

１
３
‐
１
６
８
３
へ

気
軽
に
で
き
る
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
中
心
に
健
康
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
健
康
維
持
に
役
立

て
て
下
さ
い
。

と
　
き

３
月
13
日
(火)
・
20
日
(火)
・
27

日
(火)
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

対
　
象

全
町
民

定
　
員

30
人
程
度

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
６
日

(火)
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

と
　
き

３
月
24
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
27
日
(火)

場
　
所

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象

町
内
在
住
60
歳
以
上
の
人

参
加
料

三
百
円

※
用
具
・
筆
記
具
は
各
自
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
５
日

(月)
ま
で
に
行
山
1
２
８
２
‐
０
９
１

３
、
小
林
1
２
８
２
‐
５
７
９
８
へ

募
　
　
集

相
　
　
談

ス
ポ
ー
ツ

援
護
業
務
移
動
相
談

い
き
い
き
健
康
教
室

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

県
営
住
宅
に
入
居
し
ま
せ
ん
か

町独自の温暖化防止に取り組む、家庭版環境ISO

参加家庭を募集します。

募集期間 ３月１日(木)～16日(金)

取り組みの例

〇照明などのスイッチは小まめに切ります

〇暖房は温度を上げすぎないよう小まめに調整しま

す

〇風呂の残り湯や雨水などを有効に利用します

〇買い物にはマイバックを持参し、ごみになるもの

を減らします

１年間取り組み、環境優良家庭に認定されると認

定証とマイバッグを贈呈します。

申し込み・問い合わせ

環境共生課、情報プラザ人の駅、中央・東部・西部

公民館にある申込書を環境共生課へ

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

３
月
９
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

い
な
お
た
か
こ
・
高
橋

貴
子(

シ
ャ
ン
ソ
ン)

曲
　
目

街
角
　
ほ
か

※
入
場
無
料

無
料
体
験
会

○
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス

と
　
き

３
月
２
日
(金)
午
前
10
時

〜
11
時

申
込
締
切

３
月
１
日
(木)

○
整
体
ヨ
ガ
健
康
法

と
　
き

３
月
２
日
(金)
午
後
２
時

30
分
〜
４
時

○
ま
る
ご
と
パ
ソ
コ
ン

と
　
き

３
月
３
日
(土)
午
前
10
時

〜
正
午

申
込
締
切

３
月
２
日
(金)

○
た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン

と
　
き

３
月
４
日
(日)
午
前
10
時

〜
正
午

申
込
締
切

３
月
３
日
(土)

無
料
説
明
会

○
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
入
門

と
　
き

３
月
４
日
(日)
午
後
１
時

40
分

○
ニ
胡
を
ひ
こ
う
！
入
門
講
座

と
　
き

３
月
４
日
(日)
午
後
５
時

10
分

一
日
図
書
館
員
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

と
　
き

３
月
27
日
(火)
・
29
日
(木)

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ

図
書
館

対
　
象

町
内
小
学
生

定
　
員

各
４
人(

先
着
順)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
1
２
８

２
‐
５
５
６
６
へ

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄付

がありました。厚くお礼を申し上げる
とともに、故人のご冥福を心からお祈
り申し上げます。(1月受付分まで）
社会福祉協議会へ
○　桑葉　公弘　様　(東山田)
故　桑葉　哲子　様　67歳
○　平野美惠子　様　(東山田)
故　平野　　喬　様　79歳
○　仁科　英俊　様　(西高陽)
故　仁科　敏子　様　77歳
○　石田美代子　様　(塚原)
故　　谷ツネ子　様　84歳
○　横手　和惠　様　(東海老津)
故　横手　惟之　様　93歳

故　谷合　義昭　様　71歳
○　竹井　敏江　様　(手野)
故　竹井タカノ　様　98歳
○　中野　　稔　様　(上高倉)
故　中野ハル子　様　93歳
○　荻原　寿子　様　(北九州市)
故　小西キクヱ　様　97歳
○　岡田ヒデ子　様　(高陽)
故　岡田　利秋　様　79歳
○　木原　陽一　様　(新海老津)
故　木原イノヱ　様　101歳
老人クラブへ
○　横手　和惠　様
○　荻原　寿子　様
○　木原　陽一　様

○　大野ヒサ子　様　(戸切百合野)
故　大野　　　　様　77歳
○　村田日出亀　様　(三吉団地)
故　村田　　律　様　86歳
○　山浦　聆子　様　(南山田)
故　山浦　正義　様　73歳
○　河原　孝子　様　(波津)
故　河原　　薫　様　65歳
○　平田千恵子　様　(吉木)
故　平田　　稔　様　65歳
○　谷　　暁美　様　(山田峠)
故　神谷美穗子　様　84歳
○　前山ツヤ子　様　(高陽)
故　前山　　清　様　81歳
○　谷合　謙一　様　(野間三)

臨時職員を募集します
学校臨時事務職員

募集案内は、役場総合案内・情報プラザ人
の駅にあります。
募集人数 １人
勤 務 地 町内小中学校
対　　象 町内在住の50歳までの人
雇用期間 ４月１日から１年間※更新可
申し込み・問い合わせ ３月15日(木)までに
履歴書を教育総務課へ

町立保育所の臨時保育士の登録を受け付け
ます。
勤 務 地 東部・中部保育所
対　　象 20歳から50歳くらいまでの保育
士証の交付を受けた人、または登録中の人
勤務内容
○臨時保育士(常勤)週40時間勤務
○臨時保育士(短時間）、1日5.5時間以内勤務
申し込み・問い合わせ
こども未来課・東部保育所1282－0073・
中部保育所1282－9164へ

募集数 若干名
対　象 昭和52年４月２日から昭和63年４
月１日に生まれた人※要普通自動車免許
勤務内容 一般事務(インフォメーション業務
ほか)・図書事務　
面接試験 ３月21日(水)
雇用期間 ６か月※更新可
申し込み・問い合わせ ３月18日(日)までに
履歴書を岡垣サンリーアイへ

臨時保育士の登録

岡垣サンリーアイ臨時職員
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過
去
２
回
は
、
古
墳
と
住
居
に
つ
い

て
お
話
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
遺

跡
の
性
格
、
周
辺
の
遺
跡
と
の
関
係
な

ど
を
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

友
田
遺
跡
群
１
区
の
周
り
に
は
多
く

の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）そ

の
中
で
も
北
西
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
に
南
ノ
前
古
墳
群
、
東
に
１
５

０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
墓
ノ
尾
遺
跡

群
が
あ
り
、
関
係
性
が
高
い
遺
跡
と
考

え
て
い
ま
す
。
立
地
、
周
辺
の
遺
跡
と

の
関
係
性
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
そ
の
遺
跡
が
持
つ
役
割
な
ど
が

分
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

５
世
紀
か
ら
７
世
紀（
今
か
ら
１
３
０

０
〜
１
５
０
０
年
前
）に
か
け
て
造
ら
れ

た
古
墳
、
横
穴
墓

よ
こ
あ
な
ぼ

群
※
１

で
す
。
丘
陵
の

一
番
高
い
部
分
に
は
古
墳
４
基
、
斜
面

に
横
穴
墓
42
基
が
見
付
か
っ
て
い
ま
す
。

住
居
な
ど
は
少
な
く
、
墓
地
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

７
世
紀
か
ら
８
世
紀
に
か
け
て
の
瓦
か
わ
ら

窯が
ま

や
製
鉄
遺
構
が
見
付
か
っ
た
遺
跡
で

す
。
特
に
瓦
は
博
多
の
鴻
臚
館

こ
う
ろ
か
ん

※
２

か
ら

も
同
じ
瓦
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
鉄
を
作
っ
た
と
き
に
出
る
鉄
滓

て
っ
さ
い

が
大

量
に
見
つ
か
っ
て
い
て
、
鉄
を
生
産
し

て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

瓦
や
鉄
の
生
産
は
官
営
事
業（
国
家
事

業
）
と
し
て
行
わ
れ
る
性
格
が
強
い
た

め
、
遠
賀
郡
衙
ぐ
ん
が

※
３

が
糠
塚
地
域
の
近
隣

に
あ
っ
た
可
能
性
が
近
年
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

友
田
遺
跡
群
１
区
で
は
住
居
が
多
く
、

こ
こ
に
住
ん
で
い
た
住
人
の
墓
地
が
南

ノ
前
古
墳
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
調
査
区
の
西
側
斜
面

(

墓
ノ
尾
遺
跡
群
側)

で
は
鉄
滓
が
少
量
で

す
が
見
付
か
っ
て
い
ま
す
。
８
世
紀

（
奈
良
時
代
）に
は
、
こ
の
遺
跡
が
瓦
工こ
う

人じ
ん

、
製
鉄
工
人
の
宿
舎
で
あ
っ
た
可
能

性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

近
年
の
岡
垣
町
・
遠
賀
町
の
発
掘
調

査
結
果
か
ら
、
芦
屋
町
・
遠
賀
町
・
岡

垣
町
に
ま
た
が
る
低
丘
陵
地
、
い
わ
ゆ

る
芦
屋
台
地
の
歴
史
的
な
位
置
付
け
、

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

友
田
遺
跡
群
１
区
発
掘
調
査
に
つ
い
て
③

社
会
教
育
課
　
下
川
　
航
也

〈
南
ノ
前
古
墳
群
〉

〈
墓
ノ
尾
遺
跡
群
〉

友田遺跡群1区空中写真　調査区全景南から

18

※
２
　
外
国
か
ら
の
使
節（
訪
問
団
な
ど
）を
迎
え
る

た
め
の
施
設

※
３
　
郡
の
役
所

※
１
　
丘
陵
な
ど
の
斜
面
に
横
か
ら
穴
を
掘
っ
て
造

っ
た
墓
。
通
常
石
な
ど
は
使
わ
な
い
。
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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
で
す
。
こ
れ
は
予
防
接
種
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
発
育
と
と
も
に
外
出
の
機
会
も
増
え
、
病
気
に
か
か
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
へ
の
理
解
を
深
め
、
個
人
や
家
族
、
地
域
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に
も
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
平
成
18
年
４
月
と
６
月
に
改
正
さ
れ
た
、
麻
し
ん(

は
し
か)

・
風
し
ん
の

予
防
接
種
　
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
に
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
18
年
６
月
か
ら
、
再

び
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ

ン
が
、
無
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

○
第
１
期
＝
生
後
12
か
月
か
ら
生
後
24

か
月
未
満(

１
歳
０
か
月
〜
１
歳
11

か
月)

○
第
２
期
＝
５
歳
か
ら
６
歳
で
、
小
学

校
就
学
前
の
１
年
間(

幼
稚
園
な
ど
の

年
長
児)

※
第
２
期
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
過
去

に
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受

け
た
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
今
年
の
４
月
に
小
学
校
に
就
学
す
る

人
は
、
平
成
19
年
３
月
末
ま
で
が
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

岡
垣
町
で
は
、
平
成
18
年
６
月
の
予

防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
麻

し
ん
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
今
年
の

３
月
31
日
ま
で
無
料
で
接
種
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

平
成
10
年
10
月
１
日
〜
平
成
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
の
予
防
接

種
を
受
け
て
お
り
、
接
種
し
て
い
な

い
ほ
う
の
予
防
接
種
を
希
望
す
る
人

○
す
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か

り
、
か
か
っ
て
い
な
い
ほ
う
の
予
防

接
種
を
希
望
す
る
人

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
ど
ち
ら
も
接
種

し
て
お
ら
ず
、
ま
た
ど
ち
ら
に
も
か

か
っ
て
い
な
い
人

健
康
維
持
と
病
気
予
防
の
た
め
に

は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
日
ご
ろ
の
心
掛
け
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
病
気
に
か
か
ら
な
い
抵
抗

力
を
付
け
る
た
め
に
も
、
規
則
正
し
い

生
活
、
十
分
な
栄
養
、
適
度
な
運
動
、

帰
宅
後
の
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど
、
身

近
な
こ
と
か
ら
気
を
付
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

予
防
接
種
週
間
の
期
間
中
、
診
療
時

間
外
や
休
診
日
に
も
予
防
接
種
が
受
け

ら
れ
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
接
種

で
き
る
日
時
な
ど
は
各
医
療
機
関
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
未
来
課
助
産
師
　
大
野
　
貴
子

麻
し
ん
・
風
し
ん
の予

防
接
種
の
変
更

麻
し
ん(

は
し
か)

・
風
し
ん
の

予
防
接
種
の
経
過
措
置

ヘルシークッキング　～さといもごはん～
材料
○米２カップ○さといも250ｇ○油あ
げ２枚○干しシイタケ２枚○かえりい
りこ20ｇ○塩わかめ20ｇ○Ａ＝だし汁
２と４分の１カップ、塩小さじ４分の
１、酒・うすくちしょうゆ各大さじ１、
しょうゆ・みりん各小さじ２
作り方
①米は洗ってざるにあげ、水気を切る
②さといもは皮をむき、大きければ２
つに切り、下ゆでして水で洗う。油
あげ、戻したシイタケは粗みじんに

切る。かえりいりこは熱湯を通す
③塩わかめは水で戻して塩抜きし、熱
湯を通して一口大に切る
④炊飯器に①、②、Ａを入れて普通に
炊く。15分蒸らして③のわかめを加
えて軽く混ぜる

一人分の栄養価
エネルギー250kcal、たんぱく質7.4ｇ、
脂質1.8ｇ、カルシウム95mg、食物繊
維1.7ｇ、塩分1.1ｇ

第176回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）



戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津 

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、 
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、 
百合ヶ丘、野間、上畑 

第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○祝日はごみの収集が休みです 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程 

粗大ごみ収集日程 

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

月2回汲取り 

○保育料…………………………3月分 

　(延長保育料は2月分) 

○町営住宅家賃…………………3月分 

○国民健康保険税………………10期分(4月2日)

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四 

湯川、原、波津、内浦 

上畑、上高倉 

新海老津、上海老津、海老津（小局方面） 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

吉木、元松原、東黒山、西黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

戸切、戸切百合野、戸切白谷 

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間 

新海老津、山田、西山田、東山田、 
南山田、茅原、桜台、野間 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　　　　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　9日(金)いこいの里、16日(金)東部公民館  
　23(金)いこいの里 
○法律相談　13:30～16:30 
　9(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　9(金)、23(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　14日(水)ハピネスなかま 
　1244－1111

3月の納期 

各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 

三吉団地、三吉、元松原、西黒山、 
吉木、塚原 
 

三吉 

三吉 

手野、新松原、内浦、三吉団地、三吉 

波津、原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高塚、吉木（倉丸方面） 

吉木 

上畑、海老津、高倉、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 
戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

3月 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

31日 

海老津、高倉、吉木（倉丸方面） 

手野、三吉、吉木、新松原、高塚 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

人　口…32,316人(－9) 

　　　内173人は外国人 

女　性…16,935人(－11) 

男　性…15,381人(＋2) 

世帯数…12,130世帯(＋18) 

　　内86世帯は外国人世帯 

　　  ※(　　)は前月との比較 

出　生…16人 

死　亡…42人 

転　入…94人 

転　出…77人 

まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（1月末） 

人身事故件数（11月） 

救急・火災医療（1月） 

救急
 出場件数 81 

 搬送人員 80 

火災
 出火件数 0 

 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

44 

0 

1 

61

（＋20） 

（±0） 

（＋1） 

（＋31） 

（－31） 

（－2） 

（－3） 

（－54） 

179 

0 

5 

231

11月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

吉木、塚原Ｂ 
 

吉木 

20



3月の行事予定 3月の行事予定 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

にこにこクッキング「予約制」（中央公民館) 
10:00～12:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 
献血(東部公民館)9:30～12:00(中央公民館)13:30～16:00

子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:00  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

町立中学校卒業式(町内各中学校)9:30  
２歳児相談(いこいの里)初回＝13:10～13:30受付 
２回目以降＝13:00～13:15受付 

町立小学校卒業式(町内各小学校)9:30

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

１歳６か月児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

町立保育所卒園式（中部保育所）9:20～ 
（東部保育所）10:00～ 

祝・春分の日 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
３
月
上
旬『
ス
ト
レ
ッ
チ
編
み
岡
垣
教
室
』　
３
月
下
旬『
水
墨
画
同
士
会
作
品
展
』 

2～ 
4日 
 
 

4日 
 
 
 

9日 
 

10日 
11日 
16日 

 
18日 
24日 
25日 
25～
26日 

第13回サンリーアイ文化講
座文化祭作品展10:00～
19:00(一部17:00まで・最
終日16:00まで) 
おはなし会14:30　 
第13回サンリーアイ文化講
座文化祭芸能祭10:00～
17:30) 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 

おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14: 30 
おはなし会14: 30 
おはなし会14: 30 
サンリーアイカルチャーフェ
スタ「スクラップブッキング展」
10:30～17:00 

3日 
 

6日 
 

9日 
 

10日 
 

11日 
 
 
 

14日 
 
 

15日 
 

16日 
 

17日 
 
 
 

18日 
 
 
 

20日 
 

24日 
 

25日 

イラストクラブ①10:30～
12:00②13:00～14:30 
ふたごの情報交換会 
　10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
アトピーアレルギー児の情報
交換会10:00～11:30 
ママの時間10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 

ベビークラブ 
　10:00～11:30 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
料理クラブ 
①10:00～②14:00～ 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
プレママクラブ 
　10:00～11:30 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
 

2日 
 
 

4日 
 
 

10日 
 
 

11日 
 
 
 
 
 
 
 

13日 
 

 
16日 

 
 

18日 
 
 
 
 
 

24日 
 
 

25日 

登山連盟・孔大寺神社大祭
見学と孔大寺山登山（宗像市）
8:00～15:00 
少年軟式野球連盟・第13回
ビーハイブ杯大会（町民総
合グラウンド）7:00～18:00 
硬式テニス連盟・クラブ内ダ
ブルス大会（町民テニスコート）
8:00～15:00 
少年サッカー連盟・春季大会（松
ヶ台グラウンド）8:00～13:00 
バレーボール連盟・町長旗争
奪戦小学生バレーボール大会
（町民体育館）8:30～19:00 
柔道連盟・第23回岡垣町少年
柔道大会（町民武道館）8:00
～18:00 
ゲートボール連盟・県選手権
予選（町民総合グラウンド）

8:30～13:30 
グラウンドゴルフ連盟・春季
大会（町民総合グラウンド）
9:00～12:00 
弓道連盟・第27回町民弓道場
創立記念大会（町民弓道場）
9:00～17:00 
バレーボール連盟・体育協会
長杯女子バレーボール大会（ウ
エーブアリーナ）9:00～20:00 
グラウンドゴルフ連盟・シル
バー交歓大会（町民総合グ
ラウンド）8:30～14:00 
ペタンク連盟・新春ペタンク
交流大会（町民総合グラウ
ンド）8:00～14:00 
剣道連盟・剣道教室閉室式、
昇級審査会、学年別試合（町
民武道館）8:30～12:30

3日 
10日 
11日 
17日 

18日 
24日 
25日 
31日 

ひな祭り（12:30～14:00） 
舞踊・民謡 （ジョイフルの会）  
新舞踊翼流（翼 しげる） 
新舞踊末広会 （吹雪 さくら） 

カラオケ（日恵歌謡倶楽部） 
冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
舞踊宗家西川流（西川 昌蔵） 
日本舞踊花柳流（花柳 禮志津） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　10日・24日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 

情報プラザ人の駅 
4日 
 

10日 
 

11日 
 

13日 
 

17日 
 

19日 
 

24日 
 

26日 
 

27日 

チャレンジ・エクセル　　　
　13:30～16:00 
創作工房人の駅　　　　　
　11:00～16:00 
チャレンジ・エクセル　　　
　13:30～16:00 
若葉マーク教室①10:00～
12:00②13:00～15:00 
チャレンジ・デジカメ　　　
　18:00～21:30 

チャレンジ・ホームページ　
　13:00～16:30 
チャレンジ・デジカメ　　　
　18:00～21:30 
チャレンジ・ホームページ　
　13:00～16:30 
若葉マーク教室①10:00～
12:00②13:00～15:00

第9回春まつり（成田山不動寺境内地）10:00～15:00 
※雨天時4月1日（日） 

日付 行　事 

1 木 

2 金 

7 水 

14水 

8 木 

15木 

9 金 

16金 

3 土 

10土 

17土 

6 火 

12月 

13火 

4 日 

11日 

18日 

21水 

22木 

29木 

23金 

30金 

24土 

31土 

19月 

20火 

28水 

26月 

27火 

25日 

5 月 

21
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１
市
４
町
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
広
報
連

絡
会
の
な
か
で
、
テ
ー
マ
を
話
し
合

い
な
が
ら
作
り
、
今
年
で
11
回
目
に

な
り
ま
し
た
。
連
絡
会
で
は
、
研
修

や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良

い
広
報
紙
づ
く
り
に
つ
い
て
、
熱
く

語
っ
て
い
ま
す
。

(

村
上)

▼
職
員
に
よ
る
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。
青
色
回
転
灯

を
つ
け
て
通
学
路
を
回
っ
て
い
る

と
、
子
ど
も
た
ち
が
手
を
振
っ
て
く

れ
た
り
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。
回
っ
て
い
て
気
が
付
い
た
こ

と
は
、
下
校
時
間
帯
に
犬
の
散
歩
を

し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
。
こ
れ
も

一
つ
の
見
守
り
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
地
域
の

安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(

波
多
野)

２
月
15
日
〜
16
日
、

中
部
保
育
所
で
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
作
品
展
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
会
も
あ
り
、
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
話
や

紙
芝
居
を
楽
し
み
ま
し
た
。写
真
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
を
子
ど

も
た
ち
が
案
内
し
て
い
る
様
子
で

す
。「
上
手
に
作
っ
て
い
る
ね
」
と
言

わ
れ
て
、
み
ん
な
と
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

広報おかがきは古紙配合率100％再生紙を使用しています

表
紙
説
明

編
集
後
記

▲職員が順番で回ります ▲この青色回転灯が目印

▼出発式には、折尾警察署、岡垣交番、岡垣町防犯協会が出席し、パトロール車の出
発を見送りました

２月13日、地域安全パトロール出

発式が行われました。この取り組み

は、安心・安全な町を目指して、子

どもたちの見守りと、身近な街頭犯

罪を防ぐため、町職員がパトロール

を行うものです。

各校区の通学路を中心に、青色回

転灯を付けた公用車が巡回します。

犯罪のない住みよい町にするため、

みなさんのご協力をお願いします。

地域の安全
守 り ま す 青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!青色パトロール隊、出発!


